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～「Speaking Drill」の活用を通して～

［授業実践］

【目指す生徒像（２年）】
・聞いたり、話したりして身に付けた知識を活用し、正しい英文が書ける生徒
・知識を活用し、伝えたいことを英文で書いたり、英文の情報量を増やしたりすることができる生徒

【表現活動(単元のまとめの活動)】「英文を書く」「英文を書き足す」思考、output

1【書く】
Speaking Drillで身に付けた
知識を活用して英文を書く。

２【読んで質問する】
書いた英文を友達と交換して読
み、Speaking Drillを活用してさ
らに知りたいことを質問し合う。

３【書き足す】
受けた質問をもとに、さらに付
け加えたい英文を書き足す。

My Tokyo Trip
①I'm going to tell you about
my Tokyo trip.

② First, I will go to Sensoji.
③ Second, I will go to Toky
o Sky Tree.
④ I think that our Tokyo tri
p is important.

4文

My Tokyo Trip
① I'm going to tell you about my T
okyo trip..
② First, I will go to Sensoji.
③ I will go to Nakamise S
treet.
④ I will buy souvenirs wh
en I get there.
⑤ Second, I will go to Tokyo Sky
Tree.
⑥ I will take pictures if I
see a TV talent.
⑦ I think that our Tokyo trip is im
portant because I can learn
about Tokyo.

7文
Q: What will you do in Sensoji?
A: I will go to Nakamise Street.
Q: What will you do when you
get there?
A: I will buy Souvenirs when I
get there.
Q: What will you do if you see
a TV talent?
A: I will take pictures if I I see
a TV talent.

Q: Why do you think so?
A: Because I can learn about T
okyo.

【生徒の実態】
・「聞くこと」「話すこと」を上回る６９％の生徒
が「読むこと」「書くこと」を苦手と感じている。

苦手意識の低い「聞く」「話す」活動を用いて基

本文を身に付けてから「書く」活動を行えば、効

率よく「書く力」を伸ばすことができるのでは？

【帯活動(毎時間の活動)】
Speaking Drillによる「基本文の定着」input
○Speaking Drillとは

その単元で習う教科書の基本文を用いた対話練習。Spe
aking Drillの英文が単元のまとめの活動で英文を書くとき
のモデル文となるように、教師がSpeaking Drillを作る。
○Speaking Drillのねらい
①Speaking Drillを単元の帯活動として行い、正しい英文
を身に付けさせる。
②Speaking Drillで身に付けた基本文を活用して、単元の
まとめの活動で伝えたい情報の入った英文を書かせる。

【成果】
・Speaking Drillを行ったことにより、英文としてのまとまりで基
本文を身に付け、正しい英文を書ける生徒が増えた。
・Speaking Drillで身に付けた基本文を活用して「書く」活動を行
ったことにより、生徒の書く英文量や英文の情報量が増えた。

【課題】
・単元と単元のつながりまでを考えて
Speaking Drillを作成し、前単元まで
のSpeaking Drillや既習事項を活かし
ながら「書く」活動を行っていきたい。


